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業務及び資本提携に関する基本合意書締結のお知らせ 

 株式会社いちまる（代表取締役社長 加藤祐功：以下㈱いちまる）とマックスバリュ北海道株式会社（代表

取締役社長 出戸信成：以下ＭＶ北海道㈱）は、本日、業務及び資本提携に関する基本合意書の締結に至りま

したので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

 

１．業務資本提携の理由と内容 

北海道の小売業界は、少子高齢化の進展やお客さまの低価格志向に加え異業種のマーケット参入等により、

競争環境は年々厳しさを増しております。2000年代以降、北海道においてもスーパーマーケット業界の再編

が加速しており、十勝エリアも例外ではなく競争環境は激化の一途を辿っています。 

㈱いちまるは、今後も予想される厳しい経営環境下において、これまで培った「地域社会の発展に貢献す

る」という企業理念のもと、更に成長発展を遂げるためＭＶ北海道㈱との業務及び資本提携を決断するに至

りました。 

ＭＶ北海道㈱は、厳しい経営環境下のもと今後も北海道内において事業展開を強化していく上で、十勝エ

リアで60年近く地域に根ざした経営でお客さまから高い支持を得ている㈱いちまるの持つ地域密着経営のノ

ウハウを学ぶとともに、店舗網が希薄な十勝エリアにおいての事業機会を獲得することを目的に今回の業務

及び資本提携を決断いたしました。 

 

本件は、㈱いちまるの持つ地域に密着した商品調達力とイオングループの持つグローバルな商品調達力の

組み合わせによる価格競争力の強化ならびに、イオンのブランド「トップバリュ」や電子マネー「ＷＡＯＮ」

などイオンの経営資源を㈱いちまるに導入することを通じて、お客さまにより魅力ある商品・サービスを提

供し、同社の地域での競争力強化を図ることを主な目的としています。 

 

本合意締結後も㈱いちまるの経営は、創業家である加藤祐功社長により引き続き行われます。イオングル

ープのノウハウを取り入れ、新たな成長戦略の下で、株式会社いちまるを十勝エリアＮｏ１のスーパーマー

ケットに成長させるとともに、両社で協働しお客さまに新しい商品やサービスの提供をしてまいります。 

 

  引き続き、お客さま並びにお取引先さまをはじめとする、関係各位のご指導・ご鞭撻を賜わりたく、よろ

しくお願い申し上げます。 

 



２．業務提携 

（１）商品の共同仕入れ、共同調達 

（２）イオンのＰＢの導入 

（３）イオンの金融サービスの導入 

（４）共同プロモーションの実施 

（５）店舗の開発・活性化のサポート 

（６）その他両者で合意した内容の推進 

 

３．資本提携 

両者は、業務提携の円滑な推進を図り、両者の企業価値向上を目的として、ＭＶ北海道㈱が㈱いちまるの

発行済株式の４０％超の株式を保有する。 

 

４．人材の交流 

業務提携を円滑に推進するため、ＭＶ北海道㈱から複数名の者が、㈱いちまるの取締役に就任する。 

 

５．㈱いちまるの概要 

 （１）商     号   株式会社いちまる 

 （２）代 表 者   代表取締役社長  加藤 祐功 

 （３）本 社 所 在 地   北海道帯広市西５条南３４丁目１２番地 

 （４）設 立 年 月 日   １９５５年１１月 

 （５）主な事業の内容   食品スーパーマーケット事業 

 （６）決  算  期   ２月末日 

 （７）従 業 員 数    正社員１０５名、アルバイト・パート５００名(２０１３年度４月現在) 

  （８）店  舗  数   １４店舗 

 （９）資  本  金   ２億８０百万円 

 （10）直近営業収益   １０，０９５百万円(２０１３年２月期)  

６.マックスバリュ北海道㈱の概要 

 （１）商    号   マックスバリュ北海道株式会社 

 （２）代 表 者   代表取締役社長  出戸 信成 

 （３）本 社 所 在 地   北海道札幌市北８条西２１丁目１番地１０号 

 （４）設 立 年 月 日   １９６１年３月 

 （５）主な事業の内容   食品スーパーマーケット事業 

 （６）決  算  期   ２月末日 

 （７）従 業 員 数   正社員７１１名、パートタイマー２，９３６名(２０１３年度２月末現在) 

  （８）店  舗  数   ７３店舗 

 （９）資  本  金   １１億７６百万円 

（10）直近営業収益   ９０，７０４百万円(２０１３年２月期)  

 

７．業績への影響 

本件がマックスバリュ北海道株式会社の２０１４年２月期業績に与える影響は軽微です。 

 

                                           以  上 


